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1 はじめに
昔から衣食住と言われるように，我々人類にとって
食事は日常生活の中で最も基本的な営みの一つである．
食事はおいしさが命であるが, そのおいしさには二面
性があり, 実質的に味を構成する要素の他に，心理的
に加味された要素も無視することはできない．味覚以
外の視覚，聴覚，触覚，嗅覚によっても，我々は料理
の心理的なおいしさを知覚しているが，その中でも視
覚がもっとも感受性が高いといわれている [1]．そこ
で，我々は料理の彩りの果たす役割の重要性に注目し
た．料理の彩りは，料理食材自体の彩りと，料理が盛
り付けられた食器の彩りから構成される．適切な色彩
をもつ食材自体が心理的なおいしさを向上させること
は容易に推察される．さらに文献 [1]によると，和・洋・
中華いずれの料理も食器の種類・色彩次第で味が違っ
て感じられるという（後光効果）．このことから，食
材の彩りだけでなく，皿の配色，柄，素材などを食材
に応じて選ぶことが視覚的なおいしさの実現には重要
であろう．しかし，たくさん皿を用意することは困難
であり，コストもかかる．そこで我々は一枚の白い皿
を，盛りつけられた料理に合った彩りの皿に動的に変
更することで，食事をより楽しむためのシステムを構
築した．本システムはユーザが盛り付けした料理に使
われている色の量を分析し，料理の彩りをよく見せる
ための色 (これを “ 彩り色”と定義する) を計算し，プ
ロジェクタにより皿へ投影することでユーザに提示す
る．これにより，ユーザは一枚の白い皿で何通りもの
料理を楽しむことが可能となる．さらに，食べ終わっ
て真っ白になった皿に，子供が喜びそうな画像を投影
することもできる．
　食卓をターゲットとした拡張現実の研究には，皿に
写真を投影して食事中のコミュニケーションを支援す
るものがある [2]．これは食卓の皿にプロジェクタを用
いて写真を投影するものであるが，料理の見た目の価
値の向上を目指したものではない．また，テーブルに
プロジェクタで映像を投影してインタラクションを行
う研究やカメラを使った研究は数多く報告されている
が，いずれも食卓の彩りを考慮したものではない．彩
りに関する研究では，調和的に美しい色合いを導き出
すアプローチであるColor Harmonization[3]などが研
究されている．

2 提案システム “いろどりん”の概要

2.1 システムの概要

提案システムいろどりんの概念図を図 1に示す．ラ
ンプシェードの中にカメラとプロジェクタを一体化し，
情報を提示する照明器具 [4]を作製し，これを食卓に
設置する．食卓で違和感を覚えさせないようにするた
め，電気傘をイメージした．使用する皿は白色，円形
とし，プロジェクタからの彩り色投影によって，皿の
柄や色合いを変化させる．例えば，図 1のような皿を
システムに適用すると皿の上には赤が多いので使われ
ている色 (“使用色”と定義する)は赤と判定する．シ

図 1:“いろどりん”概念図

ステムは使用色を元に彩り色を計算し，プロジェクタ
を用いて皿の周縁に彩り色で柄を投影する．実際のシ
ステム図を図 4に示す．

2.2 システムの処理の流れ

システム処理の流れを図 2に示す．まず，Webカメ
ラとプロジェクタの位置合わせをする (キャリブレー
ション)．料理を載せた皿をテーブルの上へ置き，Web
カメラから料理の画像と皿の位置を取得 (図 2(a))，次
に使用色 (皿に載せた料理で一番多く使われている色)
を計算する (図 2(b))．使用色を元に，対応表から彩り
色 (料理の彩りをよく見せるための色)を６色の中から
決定し (図 2(c,d))，求まった彩り色を使って円の模様
を描き，その画像をプロジェクタで皿に投影する (図
2(e))．模様は皿の半径の 8割より外側かつ，皿に納ま
る範囲にだけ描いている．今回の実装では，使用色を
主食材とみなし，主食材を引き立たせる効果を狙い，
彩り色は使用色の補色としている．また，料理を食べ
終わり，皿に何もなくなると図 3(c)のような画像が皿
に投影される．これにより，完食した子供に楽しい画
像を提示することができる．

2.3 実装

本システムはC++言語を用いて実装し，画像処理に
はOpenCVライブラリを用いた．システムにはWEB
カメラ ( Logitech V-UJ16)，Windows PC (Centrino
Duo 1.5GHz, RAM 1.5MB)，プロジェクタ (カシオ
XJ-S30,2000ルーメン)を使用した．

Webカメラとプロジェクタのキャリブレーションに
ついて説明する．本システムでは，Webカメラとプロ
ジェクタを可能な限り近接させることで，それぞれの
光軸を近付けているため，Webカメラの撮影範囲とプ
ロジェクタの投影範囲はほぼ長方形となる．従って，
カメラ座標系からプロジェクタ座標系への変換は，平
行移動と縦横均一の拡大縮小のみで行うことができる．
いろどりんシステムを使用した例を図 3に示す．い
ろどりんシステムを使用する前の皿が (a)，使用した
後の皿が (b)である．2007年 12月に行われた，イン
タラクティブシステムとソフトウェアに関するワーク
ショップにて，2つの画像を見比べたユーザは，図 3(b)
のほうが鮮やかで料理がよりおいしそうに見える，お
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(a)Webカメラから (b)使用色を計算 (c)彩り色 (d)彩り色を計算 (e)彩り色の画像を
料理の画像を取得 対応表 プロジェクタで投影

図 2:“いろどりん”処理の流れ

もしろい，という意見が得られた．

3 まとめと今後の課題
日常生活の中で欠かせない食事をより楽しくするた
めに，我々は食卓の彩りに着目し，いろどりんシステ
ムを構築した．本システムはユーザが盛り付けした料
理を食卓上でカメラを用いて撮影し，使用色を計算し，
彩り色をプロジェクタで皿に投影する．これにより，
ユーザへ視覚的なおいしさを演出することができる．
今後は，彩り色を単一の対応表からではなく，料理の
同系色や類似色などユーザが自分で選べるようにした
い．また，料理や皿の白い部分に，光で飾り付けをし
たり，彩りが良く栄養素的に足りない野菜を投影する
ことも考えている．さらに，食べ終わって真っ白になっ
た皿に投影する画像も自分で選ぶことができるように
したり，サツマイモが載っている皿に，ツルを投影す
るなどのように，食材に関する知識を楽しく提示する
などし，食事をより楽しく，家族団欒や“食育”にも
役立てられるシステムにしたい．
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(a)“いろどりん”使用前 (b)“いろどりん”使用後

(c)食事後の皿画像

図 3: システム結果画像

図 4:“いろどりん”システムの概観
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